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田 園 調 布 中 央 病 院 は 新 体 制 で ス タ ー ト し ま す！

こ
の
た
び
院
長
職
を
拝
命
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
石
田
順
朗
で
す
。

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
院
は
地
域
に
根
ざ
し
た
小
規
模

急
性
期
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
未
曽
有
の
高
齢
化
社
会
の
到

来
と
と
も
に
、
当
院
の
果
た
す
べ
き
役

割
も
徐
々
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
患
者
さ
ま
、
ご
家
族
の

方
々
、
周
囲
の
医
療
・
介
護
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ま
ま
で
含
め
た
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

染
対
策
チ
ー
ム
と
の
医
療
連
携
の
下
に
、
地

域
の
感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
新
病
院

建
設
が
い
よ
い
よ
実
現
に
向
け
て
動
き
始
め

ま
す
。
今
後
、
当
院
は
多
摩
川
駅
近
隣
の

多
摩
川
沿
い
に
移
転
い
た
し
ま
す
。
実
際
の

移
転
は
数
年
後
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
度

よ
り
諸
般
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、
今
年
が
飛
躍

の
一
年
と
な
る
よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

現
在
、
国
が
提
唱
し
て
い
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の
医
療
・介

護
機
関
が
緩
や
か
に
連
携
し
て
、
こ

う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
当
院
は
、
周
辺
の

医
療
機
関
、
介
護
事
業
所
と
連
携
し

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を

担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
院
は
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
を
設

置
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
東
邦
大
学

医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院
・
感
染
管

理
部
、
お
よ
び
東
京
労
災
病
院
・感
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こ
の
度
、
令
和
2
年
4
月
1
日

付
で
田
園
調
布
中
央
病
院
副
院

長
を
拝
命
し
ま
し
た
外
科
の
富
永

幸
治
で
す
。
私
は
、
平
成
14
年
4

月
に
外
科
部
長
と
し
て
当
院
に
着

任
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
18
年
間

に
わ
た
り
消
化
器
疾
患
を
主
に
手

術
や
内
視
鏡
検
査
な
ど
行
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
18
年
の
間
に

手
術
は
大
き
く
変
化
し
、
低
侵
襲

手
術
で
あ
る
腹
腔
鏡
下
手
術
を

中
心
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

内
視
鏡
的
処
置
に
つ
い
て
も
胆
管

結
石
な
ど
の
良
性
疾
患
の
み
な
ら

ず
、
悪
性
疾
患
に
対
す
る
粘
膜
切

除
な
ど
の
手
技
も
積
極
的
に
施
行

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

癌
疾
患
に
対
し
て
は
必
要
に
応
じ

て
化
学
療
法
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
疾
患
で
も
一
人
ひ
と
り
の

病
状
は
全
く
同
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
方
法
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
方
が
病

気
か
ら
開
放
さ
れ
る
よ
う
に
、
お

役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

当
院
の
基
本
方
針
は
救
急
医

療
に
取
り
組
み
、
地
域
の
方
々

と
共
に
地
域
医
療
に
貢
献
し
、

早
期
発
見
・
予
防
に
努
め
る
こ
と

で
す
。
今
後
全
力
を
尽
く
し
、
こ

れ
ら
を
さ
ら
に
実
践
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
副
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
手
塚
正
一
で
す
。
整
形
外
科
部
長
を

兼
務
し
、
年
間
２
０
０
例
の
整
形
外
科

手
術
を
統
括
し
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
各
科
の
医
師
、
看
護
師
、
薬

剤
師
な
ど
関
係
す
る
様
々
な
部
署
と

の
連
絡
が
緊
密
に
行
わ
れ
、
安
心
し
て

治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
総
合
力
で
「
医
療
の
質
」

を
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
の
質
は
医
療
側
か
ら
の

視
点
だ
け
で
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
患
者

さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
を
大
切
に

し
て
、
診
療
現
場
に
還
元
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
病

院
と
し
て
、
信
頼
さ
れ
、
安
全
で
質
の

高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
院
長
職
を
卒
業
し
、

名
誉
院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
２
０
０
５
年
10
月
よ
り
14
年

半
の
長
き
に
わ
た
り
院
長
を
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

は
い
ろ
い
ろ
と
、
お
世
話
を
お
掛

け
致
し
ま
し
た
が
、
お
陰
様
を
も

ち
ま
し
て
無
事
職
務
を
果
た
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協
力
と

ご
指
導
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
ポ
ス
ト
と
な
り
ま
す
が
、

外
来
、
入
院
の
診
療
業
務
は
今

ま
で
と
同
様
に
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。
院
長
外
来
は
「
成
瀬
外

来
」
と
し
、
何
ら
か
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
で
予
て
よ

り
提
案
し
て
い
ま
し
た
『

病
気

に
な
ら
な
い
た
め
に
病
院
へ
行
こ

う
』
と
い
う
予
防
医
学
の
推
進
、

未
病
（

病
気
に
な
る
前
の
状

態
）を
把
握
す
る
医
療
と
し
て
、

田園調布中央病院 副院長

田園調布中央病院 名誉院長
健
診
、
ド
ッ
ク
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
外
来

に
力
を
い
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
田
園
調
布
中
央
病

院
は
、
若
い
新
た
な
役
員
ス
タ
ッ

フ
で
の
船
出
を
迎
え
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
通
り
地
域
を
支
え
、
患

者
さ
ま
を
第
一
に
考
え
る
駅
前

病
院
で
有
り
続
け
ま
す
。
引
き

続
き
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
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家の中や外には、目に見えないたくさんの菌が付着しています。 菌は目に見えないので、知らず知らずのう
ちに菌をもち込んだり、もち出したり、広げたりすることが考えられます。手洗いは、感染経路を遮断する
ためにとても大切です。感染を起こすには様々なルートがあります。
口から食べ物とともに感染する「経口感染」、くしゃみや咳とともに見えない小さな粒子となって排出され
た病原体が鼻や口から感染する「飛沫感染」（空気感染）、汚染された物に触って感染する「接触感染」が
あります。様々な感染経路がありますが、基本的には手洗いでかなり感染が防げるといわれています。特に
接触感染や経口感染の予防には欠かせないことです。

手洗い前の注意事項

V 爪は短く切っていますか？

V マニキュアは塗っていませんか？

V 時計や指輪をはずしていますか？

1. 身体を直に触った後
身体（洗った後の清潔な手や腕以外の場所）に直接触れた後。

2. トイレに行った後
トイレで用事を済ませたあとはもちろんのこと、トイレでお化粧を直したり、鏡を見て身なりを

チェックするなど、立ち寄っただけでも手をあらいましょう。

3. 咳やくしゃみ、鼻水をかんだ後、タバコを吸った後、食事の後
人の体液には食中毒を起こす細菌やウイルスが存在する可能性がありますので必ず手を洗いましょう。

4. 使い捨て手袋を装着する前
汚れた手で使い捨て手袋を触ると手袋その物を汚してしまします。必ず手を洗ってから装着してください。

5. 汚れた器具・器材を触った後
ゴミ箱などの容器も含みます。作業と作業の間に汚れものを触った場合には必ず手を洗ってください。

手洗いのタイミング
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新型コロナウイルス感染症への対策について

■ 新型コロナウイルスとは

ウイルス性の風邪の一種で
発熱や喉の痛み、咳が1週間前
後長引いたり強いだるさを訴える
方が多いことが特徴です。
感染から発症までの潜伏期間が
1日～12.5日（多くは5日～6日）と
いわれています。

厚生労働省ホームページより

■ 感染の症状は? 米疾病対策センターCDCより

【全身】
・熱
・倦怠感

【腎臓】
・機能低下

【腸】
・下痢

【呼吸器系】
・くしゃみ
・咳
・息切れ等
・喉の痛み
・鼻水

【循環器系】
・赤血球や白
血球の減少

【重症例】
・肺炎
・腎不全
・重症急性呼吸器症候群（SARS）
・死

特に高齢者等、重症化のリスクが
高くワクチンや治療薬がない。

■ 日常生活で気をつけること

新型コロナウイルスは、感染者のくしゃみや咳のしぶきで

感染する飛沫感染や飛沫に触れた手で口や鼻に触れ

粘膜からうつる接触感染で感染します。

V まずは手洗い。こまめに石鹸や消毒液で洗う。

V 咳などの症状がある方は咳エチケットを守る。

V 持病、ご高齢の方は人混みを避ける等注意する。

V 発熱等、風邪症状がでたら学校や会社を休む。

■ 電話相談の目安

相

談

窓

口

に

連

絡

の や

37.5ṹ の

がある

熱がなくても

ךּ やאל

があるאל︡

下記の方で2 続いたら

・

・糖尿病や心不全、呼吸器疾患

・人工透析

・免疫抑制剤や抗がん剤使用

4 続いたら

תּ︣

■ 情報・相談公式LINE

厚生労働省は新型コロナウイルスに関する

情報提供用 LINE を開設。

▲ 登録用QRコード ▲ 厚生省公式LINE

感染症の様々な情報収集や医者への相談

等に利用することができます。

■ 東京都の相談窓口（帰国者・接触者相談窓口）

発熱が続いている方や、呼吸器症状がある方、渡航歴や患者との接触歴がある方は

「帰国者・接触者電話相談センター」にご連絡ください。

上記以外の新型コロナウイルス感染症に関する一般相談については下記へ連絡をお願いします

◎新型コロナウイルスに係わる東京都電話相談窓口（コールセンター）

電話番号：03 -5320 -4509 受付時間：9:00～21:00（土日祝含）

◎新型コロナウイルスに係わる厚生労働省電話相談窓口（コールセンター）

電話番号：0120 -565653 受付時間：9:00～21:00（土日祝含）

◎大田区保健所

電話番号：03 -5744 -1263 受付時間：8:30～17:00（平日のみ）
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受付時間 設置機関 電話番号

大田区保健所感染症対策課 03-5744-1360

都・特別区・八王子市・町田市

合同電話相談センター
03-5320-4592
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